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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はカドヘリンスーパーファミリーのメンバーです。遺伝子産物は、5つのカドヘリン反復ドメインと、古典的カドヘリンの高度に保存された細胞質領域に類似した細胞質テールから構成されています。主に脳で発現するこの推定カルシウム依存性細胞接着タンパク質は、脳および神経内分泌器官の発達と維持において、神経細胞および非神経細胞の形態形成と組織形成に重要な役割を果たす可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],機能：カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質です。細胞同士を接着する際に、カドヘリンは互いに同種親和的に相互作用するため、異種細胞の選別に寄与している可能性があります。PBカドヘリンは、下垂体および脳組織の形態学的組織化に関与している可能性があります。,類似性：5つのカドヘリンドメインを含みます。,
	研究分野
	アドヘレンズ・ジャンクション
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	CDH22抗体を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDH22抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CDH22抗体を用いたラット脳細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

